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自我の解放と救済
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(i)

詩人(GeorgeGordon,LordByron)自 身が 「精神の劇場」 と呼んだ幾つか の作品 の
(2)(3)

うち,「 カイン』(Cain:AMystery)に つづいて書 かれた晩年 の作 『天 と地』(Heaven

andEarth:AMystery)を 取 り上 げる。 『カイ ン』 と創作時期が近接 してい る とい うこ

ともあ って,基 調 とな る精神 に同質 の ものが流 れている。事実題材 をやは り旧約創世記 に

求めたばか りか,「 カイン』 で追 ったテーマをひきつづき追求 している。 「カイ ン』 の場

合 は 〈兄弟殺 し〉,『 天 と地』 では 〈ノアの方舟〉 とい うよ うに表面上扱 った題材 に違 い

はあ るものの,底 には同 じテーマが一貫 して脈打 ってい る。

それ は 〈自我の解放 と救済〉 であ る。 このテーマの奥 に実 は,〈 死〉 とい う人 間に とっ

て最初で最後 の問題が横 たわ ってい る。 〈兄弟殺 し〉 では入類 初の死が,そ して 〈ノアの

方舟〉で は人類 の滅亡が,解 放 と救済の希求をいやが うえ にも前面 に押 し出 させ るのであ

るが,人 類の滅 亡 とい うことにな ると殊 に,今 世紀末 に予測 され るさまざまな危機が現実

に迫 ろうと してい る現代 に正に大 き く差 し響 いて くる。

実際 これ までの世紀末 にも数 々の不安はあ ったであ ろうが,〈 自我 の解放 と救済〉 とい

うテーマが現代 ほど強烈 に意味を持 つ時代 は他にないであ ろう。人類 は既 に地上 を何度 も

滅 ぼす だけの核兵器 を保有 し,力 の均衡 とい う馬鹿げた一触 即発 の抑止 力を正気 で神 と頼

まざるを得ない ところに自 らを追い込んでい る;地 球を取 り巻 く大気 の温室効果 のたあに

極地 の氷が溶 けて海水位が上 り殆ん どの文明都 市は沿 岸にあ るため水没 して しま う恐 れが

あるとい う;火 山爆発 などの影 響で異常気 象が起 こり,そ れが農作物 に甚大 な被害 を及 ぼ

し挙句 は世界的 な人 口増加 に致命的な食糧危機 をひ き起 こす ともいわれ る;し か もそれが
ひ

エネルギー危機と重なって世も末の恐慌をきた し,延 いては新たな世界大戦の引き金 とな

りかねない;そ のほか乱伐や化学物質による大気や水質の汚染など生態系の破壊が異常な

速度で進んでいる。現代人はこのように数え上げたら切 りがない前代未聞の不安をかかえ

て生きている。

このような事態のために,詩 人の描 く<ノ アの方舟〉は旧約の世界から時代をはるかに

越えて現代にこそ象徴的に重要な意味を もって 浮かび上がって くるので ある。 そこで,

〈自我の解放と救済〉 という詩人の意識の上での急務を私自身のそれとして考えてみよう
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と思 う。 なぜ な ら全 て は 〈自分〉 の問題 で,詩 人 も自分,そ して作 品を媒体 に して関 わ る

読者 としての私 も自分 で あるか ら,詩 人の延 長で ある作 品の そのまた延長で あ る読 者 と し

ての私 の内部 に詩人 がか きたて た部 分す なわち詩 入 の自分 と私の 自分 とが合 わさ った と こ

ろを 〈自分〉 とい う 〈ひ とつ精神〉 の劇場 と して見て,詩 人が語 り尽 してはい な くて も言

い足せ ば当然 ひ き出されて くる部分 まで含 めて,現 代 とい う時 代 に立 つ者 と して,私 の中

の現代 に詩人が どう生 きるかを明 らか に してい きたい。

1神 へ の 呪 誼

詩人 の創 作態度が大体 にお いて,思 想 や独 自の言葉 を構 築す る とい った凝 った作業 をす

るので はな く,誰 に遠慮 もな く思 うままを噴 出す るとい うや り方で あ るところか ら,作 品

にぶつ け られ る形で セ ンチ メン トが出て くる。 それは 「カイン』で もそ うで あ ったが,こ

の作 品を通 じて も悲痛 な く叫 び〉 とな って発せ られ る。叫 びその ものには条理 も論理 もい

かな る美 しさ もない。悲 しさ痛 々 しさ,あ るいは醜 さが あ るばか りだ。 しか しそ こには真

実が あ る。 それは人間 とい うもの の置かれてい る非 情 な境遇 のその真 っただ中か ら自然 に

ほ とば しり出るか らで ある。 それで も叫ぶ な どとい うことは誰 にで もで き る芸当 だか ら,

ああ叫 んでい る ぐ らいの ことで済んで しま う。 とい うわけで作品 と して は余 り見向 き もさ

れな い ことになる。

事実 この作品 は,『 カイン」 が後 世 に評価 を受 けたのに比べ る と殆 ん ど問題 に されてい

ない と言 え るほ どで あ る。 『カイ ン』 の場合,叫 び は同 じところか ら出て くる もので ある

に もかか わ らず,形 而上学 的 セ ッ トが よ り豊富 によ り神秘的 に組み立 て られて あ った。 そ

れが 「天 と地』 の方で は,周 知 の洪 水 と ノアの方舟 のセ ッ トのみ に頼 ってい る感が あ る。

つ ま り 『カ イン』 においては対立 と葛 藤が読む者 に未知 の期待 を抱かせ たが ,「 天 と地 』

で はそれが殆 ん ど先が読 め る形 にな って しまってい る。 だか らとい って 同 じところか ら発

せ られ る叫 びであ るの に,そ の背景 とな るセッ トが単 純で あ るとい う,た だそれだ けの理

由 のため に,こ の作 品 の方 がず っと軽 く見 られて しま うのだ ろ うか。

あ るいは それ は,こ の作品 が未 完 の印象 を与 えるか らとい うこともあ るか も しれない。

大 まか に見れ ば,こ の作品 には関心の赴 くところが二通 りあ って,そ の一つ は登場 人物 た

ちの成 り行 きで,も ち ろん これ が物語 と しての展開を与 え る もの とな る。 もう一 つは神 に

対す る呪 いで,こ れ が作 品を通 して流れ る精神 の基 調 を形 成 してい る。 そ こで も し,物 語

の展開 の方 にのみ注 目す るだ けだ と,登 場人物 たちの成 り行 きが語 り尽 されて いない とい

う不 満が生 じることはあ り得 る。
し

サ ミアサ(Samiasa)と アザ ツィエル(Azaziel)は 九天使 中最高位 の熾天使で あ る。 彼

らは人間 の美 しい姉妹 に恋を した。 その姉妹 とい うのが カ インの血 をひ く娘 た ち,ア ホ リ

バ マ(Aholibama)と アナ(Anah)で,彼 女 たちの方 も思 いを寄せて くる人間 の男 た ち,
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イラ ド(Irad)と ジャフェッ ト(Japhet)に は 目も くれず,熾 天使た ちに夢中であ る。 人

間 の娘 たちと天使 たちとの恋の この部分は,創 世記第六章二節 に 「神の子たちは人の娘 た

ちの美 しいのを見て,自 分 の好 む者 を妻 にめとった」 とあるところに依拠 してい る。 しか

し聖書 には,そ れが カイ ンの血 をひ く娘 たちで あるとは書いてい ない し,又,彼 女たちが

まるで魔女のよ うに呪文を唱えて天使 たちを呼 び寄せ た りす る ことに も触れて はい ない。

これ らは詩 人の創作 であ る。更 に創作 として詩人 らしい特徴が 出てい るところで,洪 水の

時が迫 って熾天使 たちが姉 妹を救 い連 れ去 ろ うとす る と,九 天使 中第八位 の大天使 ラフ ァ

ェル(Raphae1)が 天 の使 い として降 り立 って,熾 天使 たちが他 の善天使 のようには地を

離れて本来の場所 に戻 らず ノア(Noah)た ち以外 の人間 を救 お うとす るのは神の命 に背

く謀反の罪だ と して堕 天使 の宣 告を して飛 び去 るくだ りが ある。 ここに神 と戦 って敗れ た

堕天使ル ーシファあ るいはサ タンの イメー ジが重 な り,詩 人の世界 では カイ ンに連 なる娘

たちもカイン同様悪魔の系統 に入 るとい うことが示 される。

悪魔 の系統 とい うと,ア ナに片 思いす るジャフェッ トもそ うであ る。彼 は洪水か ら守 る

ため アナを方舟 に乗せて くれ るよ う依 頼す るが,ノ アは彼女 が神 に嫌 われた カイ ンにつ な

が る者で ある し,ま して神の命 に背 くわけにはいかない と して頼 みを断 る。聖書 による と,

ノアとその家族 は悪のはび こった世の中で唯一,神 の前に正 しい人 と して選 ばれ,方 舟 に

乗 る ことを許 され た者 たちで ある。 ところが この作品では,ジ ャフェッ トは ノアの長子 で

あ りなが ら,頼 みを拒絶す る時の父の断 り方 に疑問を持 ち,神 の決定 に不審 を抱 く。 これ

はむ しろ前作 の主人公 カインのイ メー ジであ るが,実 は この人物 も詩 人の創作 であ る。 ア

ナたち姉妹が アザ ツィエルた ち堕天使 に連 れ られて洪水の難 を逃 れ飛 び去 った後,大 波 が

押 し寄せ て くる時 に至 って も,彼 ジャフェッ トだ けはなかなか方舟 に乗 り込 もうとは しな

い。 そ こで劇 は終 る。

この終 り方 において,又 神 と堕天使,そ れか ら堕天使 と美 しい恋人たち,更 に美 しい恋

人たち と彼女 たちを追 う人間 の男 たち等 の成 り行 きにおいて,「 天 と地」 と題 す る作 に し

ては物足 りないとい う批判 は免れ ないか もしれ ない。 しか し壮 大な スケールのパ ノラマを

期待 す る余 り未完 だ として見捨てて しま うにはこの作品の持つ もう一 つの面 まで切 り捨 て

る ことになるので惜 しい気がす る。詩入がギ リシア劇の ように単純で鮮明な本格 的 イギ リ
(4)

ス劇 を もの しよ うと した意図か らす ると,こ の作は これで完結 してい ると見 るのが む しろ

妥 当ではなか ろ うか。

「精神 の劇場」 と して一つ の印象を残す,そ のため に 単一で 明快 な 訴 えを 強調 す る。

〈ノアの方舟〉 とい うセ ッ トを借 りて はいるが,そ れ は決 ま り切 った枠組であ る故 に一 層

使 い易 くそ こにある神 の命 とい う掟 に対 して呪い反逆す るとい うその心をよ り明確 に出す

ために こそなので ある。 だか ら物語 の展開 と しては飽 くまで も聖書 にあ る如 く,ジ ャフェ

ッ トも最後 には ノアたち家族 と共 に方舟 に乗 り救われ るとい うことは語 り尽 されな くとも

当然 の結果 として思 い浮かべ られ る。又熾天使 と人間の娘 たちの運命 も,神 の使 い大天使
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ラフ ァエル とのや りと りか ら,自 ず と堕 天使 の典 型サ タンと神 との永遠 の戦 いが思 い起 こ

され て くる。 このよ うに全 てを語 り尽 さな くて も先入観 に火 をつ け るだ けで イ メー ジが広

が って くるよ うな起 爆的枠 組を下 敷 に してい るところが大事 なので あ る。 とい うことで,

この作品 の主眼 は物 語 の展 開 にあ るよ りも,作 品全体 を支 え る精神 と して の 〈神へ の呪ii1.1>

の方 にあ ると言 うべ きであ ろ う。

神 を呪 うに至 るまで に,神 に対す る疑い が ある,楯 突 き敗 れて,落 された恨 みがつ の る,

そ して遂 に呪 い と化 す。力つ くで は ど うして も叶わ ないか らで あ る。 この呪 いの権化 こそ

サ タ ンで ある。 この作 で は 「カイ ン』 で思 い っ きり放 出 した悪 魔的 な部 分が少 し抑 え られ

てい る。 それで も悪魔 的 な部 分す なわ ち神 に対す る懐疑 ・反逆 ・怨恨 ・呪沮 の心 は作 品 の

随所 に見 られ る。

ジ ャフェ ッ トは永遠 のやす らぎを得 よ うと しなが ら,そ うすれ ばす る程 それだ け逆 に苦

しまね ばな らない とい う。 ち ょうど前作 の カ インの役 割を演 じて い る。 「愛 こそそれ にふ
(s)

さわ しい ものか も しれ ない と思 い,そ の愛 を もって 愛 の 中に やす らぎ を求め て きた」彼

は,ア ナに対す る愛 が報 い られない のを知 る。 その ど うしよ うもない苦 しみを少 しで もい

やす ために,同 じくど う しよ う もない と ころ,恐 ろ しく邪悪 で危険 な霊 た ちが地 の 内奥 か

ら影 のよ うに出入 りす るといわれ るほ ら穴 に行 く。 悪魔 とされ るルー シア ァが カインに感

応 して被 造物 界の虚無 を見せ た よ うに,地 の霊 も洪 水 の後 の新 しい世界 が旧 世界 と全 く変
　 あがな

わ らず悲哀 その ものの世界 であ る ことを ジャフェ ッ トに示 す。 それ に対 し,そ れ も順 い入

キ リス トの到 来す るまで の ことだ とジャフ ェッ トが答 え ると,そ れ まではや は り苦渋 に満

ちた空 しい あが きの世界 が ど うして も続 かね ばな らない とい うことを告げ知 らせ る。 そ の

際地 の霊 は ジャフ ェッ トに,「 生 き残 って食 った り飲 んだ り結 婚 した りす る ことを恥 ずか

しい とは思 わな いのか。 これ まで に弱 め られ飼 い馴 らされ た卑 しい心 の まま,こ れだ け広

範 な破壊 につい て知 らされて も,世 界 をか き消 す波 にの まれ る悲 しみ も勇気 も持 たず,神
{7)

の好ん だ汝 の父 と難 を逃れ,水 没 した地 の墓 の上 に都 を たて て平 気 なのか。」 と問 うて い

る。 この問いか け によ って彼 は 自分 の立場 を明確 に 自覚 し,方 舟 に乗 る ことを ため らうの

で あ る。 ジャ フェ ッ トは言 う:

(s)

Canrageandjusticejoininthesamepath?

怒 りと正義が同 じ一つの道を相携えていけるものだろうか。

彼 が逡巡す るのは,こ のよ うに洪 水 とい う怒 りの決定 を下 した神 の正義 に疑惑 を感 じ始め

て い るか らで あ る。

彼 ジャ フェ ッ トよ りも徹 底 した態度 を とったの は,熾 天使 アザ ツィエ ル とサ ミアサ,そ

して カ インの血 をひ く姉妹 アホ リバ マ とアナで あ った。遂 に神 に対 して反逆 の姿勢 を表 わ
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す まで に至 ったが,彼 らはやむ な くそ う したのであ った。 そ して彼 らが神の代 わ りに選ん

だのは互 いの 〈愛 〉で あ った。

詩 人は,こ れ ら彼 らの言 動を よ り徹 底 させ る形 で,死 す べ き者 たちの声 を コー ラスに し

て表わ してい る。 この コー ラスの部 分が あるため に単一 で明快 な訴 えが強調 されて全 体が

よ り生 きて くる。死す べ き運命 の者 た ちは逃 げ まどい なが ら,そ して波 にの まれなが ら,

助 か る運命 にあ るジ ャフェ ッ トに向い,更 に神 に向 って声 を限 りに叫 ぶ ので あ る。 それ は

助か りたい一 心 の哀願 で あ り,な ぜ このよ うな 目に会 わねば な らないのか とい う無念 の恨

みで あ り,挙 句 の果 ては神 に対 す る断末魔 にお ける呪 い となる。

(9)

6

Accursed

Behewhomadetheeandthysire!

Wedeemourcursesvain;wemustexpire;

Butasweknowtheworst,

Whyshouldourhymnberaised,ourkneesbebent

BeforetheimplacableOmnipotent,

Sincewemustfallthesame?

Ifhehathmadeearth,letitbehisshame,

Tomakeaworldfortorture.

f

6

汝と汝の父を創りし者 こそ呪われよ!

呪ったとて無駄なことは分っている;死 なねばな らないのだか ら

が最悪の事態を知るわれらが,

どうして無情 なる全能の神の前に,

賛美歌を歌いひざまついた りしないといけないのか,

どのみち落ちなきゃな らないのに?

もし彼がこの世を創 りし者ならば,

世界を責め苦に会わせるなど,

恥ずべきは彼だ。

これは,死 すべ き運 命 の者 たちが今 ま さに波 にのまれん とす る時の叫 び声 が コー ラス と

な った もので ある。 しか も正 し く詩 入 の描 く悪魔(サ タン)の 系 統の叫 びであ る。 このよ

うに見 て くると,ジ ャフェ ッ トが懐疑 を,熾 天使 たち とカイ ンの血 を ひ く姉妹 たちが反逆

を,そ して怨 恨や呪 誼は死すべ き者 たちの コー ラスが それぞれ代表 して お り,そ れ らを通

して全体 と してみれ ば,サ タンに象 徴 され る 〈神へ の呪誼〉が一貫 して その精 神の本質 で

あ るこ とが分 る。
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Hサ タ ン の 愛

作 品 に表 わ され た 〈神へ の呪 誼〉 は この 「精神 の劇場」 を支 え る柱 であ る と同時 にその

まま詩人 の姿勢 で もある:詩 入 がサ タンとな って神 に呪誼を浴 びせ る。 この時,詩 入 のサ

タンは ど うい う性格 なのか,神 とは どの よ うな神 なのか,更 に又詩人 は 〈ノアの方舟〉 を

ど う見て い るので あろ うか,そ れを追 ってみ たい。

詩 人 がサ タンと して 立つ際,先 に触 れ たよ うに必 ず 〈愛〉 の心 を支 え に してい る。 呪誼

とは非常 に矛盾 す るよ うで はあ るが,愛 こそ詩人 のサ タンの本質で あ る。 呪い はど う して

生 じるか。愛 した いのだ けれ ど も,ど ん なに して もその愛 が通 じない。愛 す る とい う こと

は愛 の心 に同化 させ て全 て を取 り込 む ことであ る。 と ころが,ど う して もか た くな に愛 の

心 にな じまない ものが あ る,そ の時愛 は どうす るか。 やは り愛 で包み 同化 させ よ うとす る

で あ ろ う。黙 って退 くことは決 して ない。 ど こまで も常 に積極 的 に働 きか けよ うとす る。

それを頑 と して 同化す ることを拒 む ものが ある とす る とど う して も相容 れ ない訳 で あ るか

ら,取 り込 もうとす る方 と取 り込 まれ まい とす る方 とで互 いに戦 いで ある。 この時 愛は呪

い と化 して い る。 離 れて立 ち去 るよ うな ことは しない,も し離れ去 れ ばその時愛で は な く

な って しま う。 呪い は愛の最終 手段,飽 くまで も同化 させ て取 り込 も うとす る働 きの顕 れ

なので あ る。

これ は しか し常識 で考 えれば確 か に暴言 で ある。 神 の愛 とい うのは分 るが,サ タンの愛

など聞い た ことが ない。 だが詩人 の場合 はそ うなので あ る。詩 人 に してみれ ば選 んだ者 だ

けを救 う神 の方 が悪 ですべ て を愛 す るサ タンの方 が善 であ る:つ ま り詩 人 に とって は神 の

側 に愛が 見当 らないか らで ある。 それ どころか冷 酷無比 な怒 りの暴君 で,と て も手が つ け

られ ない。 地上 に悪が はび こったか らとい って一 方的 に裁 き,選 ん だ ノア とその家族 及び

彼 らに必要 な ものだ けを残 して大洪水 を起 こ し生 き と し生 け る ものを一掃 す る。

これは唯一絶 対 の創 造神 で,も ともとユダ ヤ民族 の神で あ ったが,風 土 に応 じ時代 に応
あがな

じ又個人の資質に応 じてその取 り上げ られる表情が変 ってきた。特に罪の贈い主 イエス ・

キ リス トに取 り上げ られて大 きく変貌 し,世 界的な神 となった。いわば怒 りの神か ら愛の

神に衣替え したのである。 しか し数えきれない世代を経てきて も,意 識無意識を問わず人

々の記憶に埋蔵 されてあるこの神の元来の性格は拭い切れない。万物を創造すると同時に

破壊す る,則 るべき掟を設け従わなければ罪 として罰する,と いった荒々しく恐ろ しい,

男性的 ・権威的 ・抑圧的 ・懲罰的イメージをどうしても人々の心は保持 したままでいる。

旧約の当時のユダヤ民族 の風土と歴史 に基づいた世界観か らくるものであろうが,そ のよ

うな世界観が今 も昔 もほとんど変わ らないか らである(そ れは創造 と破壊=誕 生 と死滅 と

い うこの現実が変わ らないか らである)。

作品にこの神が現われるのは題材が 〈ノアの方舟〉 という旧約の世界か ら選び取 られた
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とい うことに由来す るだけではない。 もちろん詩人が幼少期か ら聖書殊 に旧約に親 しんで
ロの

いた ことは事実 であ るが,そ れだ けで このよ うな神 とな って現 われて くるので はない。 む
iii　

しろ詩 人 がや は り幼 少期 に強烈 に影 響 を受 けた カル ヴ ィニ ズム(Calvinism)の 精 神土壌
くの

を抜 きに しては語れない。 「人が生まれなが らに天国か地獄に選別 され る」 というイメー

ジは俗信的であるに して も,詩 人の個人感情 と結びついて抜 き差 しな らぬ ものとして詩人

の精神 に刻印 されている感がある。 しか もこの作品に限 らず 「カイン」 などの同系列の作

品が冒{的 であると非難を浴びた当時の同時代人の信仰の精神的風土 も,詩 人の姿勢か ら

推 して,詩 人の幼少期の周囲の俗信的土壌 と変わりなか ったであろうと推察されるのであ

る。 もちろん,キ リス トによって普遍的に意識されるようになった 〈愛〉 とい う女性原理

が,未 だ人々の無意識の奥深 くまで支配 している創造神の圧倒的破壊性すなわち男性原理

を取 り込んで統合するとい うところまでいってはいなかったであろう。

もし詩人が作中の人物を借 りて神を呪っているとす ると,そ れは同時代人の神に対す る

態度に詩人が反撹 し,詩 入がそれを呪っているのである。詩人が描 こうとす ることは当然

同時代入を も想定 して書いているか らである。先に引用 した ところであるが,ジ ャフェッ
あいたずさ くユカ

トが 「怒 りと正義が 同 じ一 つ道 を相 携 えてい ける もの だ ろ うか」 と言 った のを と らえて,
ばちあた ロの

「罰 当 りあ!」("Blasphemer!")と 父 で あ る ノアが のの しると ころが ある。 ここ一 つ 取

り上げ て も当時 の人 々が,少 な くと も詩 人 の周囲 の同時代人 たちが 示 してい た神 に対す る

姿勢 が うかが われ るので あ る。 同時代人 にと って は信 ず る神 が怒 りと正義 を同時 に表 わ し

て も何 の不思 議 も抵 抗 もな くす んな り受 け入 れ られ る,あ るいは不思 議が った り抵抗 を感

ず る こと もな く鵜呑 み に してい るだ けの こと もあ るだ ろ う,ど ち らに して もここの ところ
ふ

が詩人 に は膀 に落 ちない。 これ程慈 悲 もな くむ ごい神で あ るのに,そ れを なぜ 卑屈 に も崇

あ奉 らない とい けないのか,愛 など一 片 もないで はない か,そ れを なぜ 白 々 し くも信 じて

おれ るのか,あ るい は信 じて い るよ うなふ りがで き るのか,神 に愛 が ないだ けでは ない,

そん な神 を信 じてい る者 こそ愛 が ないで はないか。 この よ うに詩 入が言 えば,不 敬 な,と

い う答 えが返 るので あろ う。 これ は恐 ら く詩 人の頭 の中で交 わ されたで あ ろ う問答 で あ る

が,同 時代 人 の反 映を考 慮す る と,あ るい はひ ょっ と した ら実際 に詩 人が ジャフェ ッ トの

よ うに言 い,誰 か が ノアのよ うに答 えた こ とが あ ったのか も しれ ない。 現代 の それ も非 キ

リス ト教 徒 に して みれば,ご く当 り前で極 めて素 直 な問いで,不 敬 だ とい う答 え方 の方が

偽 善的 だ と思 え るが,当 時 の人 々か らすれ ば ひど く冒漬的 なこ とだ と感 じたので あろ う。

このよ うに詩 人が西洋 人 と して しか もキ リス ト教徒 と して の肉体 を とって生 を受 けた こ

とで,こ の唯一絶 対 の創 造神 も必ず何 らか の形 で対応 され ないで は済 まない性質 の記憶 と

して詩人 の血 と肉の うちに埋 め込 まれ てい る。 この ことは詩 人の 同時代 人 に とって も同 じ

ことであ ったが,そ の対応 ぶ りが異 な るので あ る。権 威的 な男性 原理 を押 し進 め る懲 罰的

無慈 悲な神(あ るいは運命)に 対 し,詩 人の ことを不敬 だ と非難 す る同時代 人は,た だ そ

の強大 な力 の前 にお とな しくひれ伏 すの みで ある。 作品 の中で その姿 はち ょうど神 に対 す
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る ノアの姿勢で表わ されて いる ニノアは神の予告 に従 って方舟 をつ くり洪 水か ら家族 たち

と共 に救 われ る。 彼は従順 に神 の命 を守 った。 その どこが いけない と同時代 人 たちは言 う

で あろ う。 ところが詩人 に とって これ程 義憤 を覚 える ことは他 にない。 神の命を守 って 自

分 だけ神 の認め るところとなればいいのか1他 の全 ての ものが滅 ぼ されて もそれは 自業 自

得だ と言 うのか。

ノアが方舟 に乗 り,他 は罪人で あ るか ら しよ うがない として結果 的に見捨 てた時 ,〈 罪〉

とは何で あ るかを詩人 は問 う:「 この子 が一 体神を怒 らせ るよ うな どんな悪い ことを した
くエらラ

とい うので しょうか。」 ～ これは コー ラスの一部の独唱部分 で,死 すべ き運 命 の者 たち

の うち,溺 れなが ら抱いてい る乳離れ もしていない 自分の子 を生 き残 る運命 の ジャフェッ

トに託 そ うとす る一 人の母親 によ って歌 われ る。 聖書 によ ると,も ちろん この子 も洪水 に

の まれて しま うはずであ るが,な んで このよ うな子に罪が ある ものか と詩 人は思 うので あ

る。洪水で滅ぶ者 に罪が あるな らば,洪 水で は救 われて生 き残 って もど うせ 死ぬ者 を どう

説明す るのか,洪 水で死ぬ者 には罪が あ り,救 われてか ら後 に死 ぬ者 には罪がない とで も

言 うので あろ うか,む しろ他を見捨て る方が 罪ではないのか,と 。 これに対 しノアた ちは
(lsl

「全て は神 の御 旨だ」 と答 えるので あ る。

「全て は神 の御 旨だ」 とす る人々に対 して,詩 人はその考 え方,そ の信仰 のあ り方,そ

の姿勢 に,ど うに も憤 憲や るか たない程 に反揆 す る。 そんな悟 りか え ったよ うな対 応 に我

慢がな らないので あ る。 ノアが神 に覚 え られ方舟 によ って災厄 を免 れた ことを普通 救 われ

　
た と受 け取 るが,詩 人 に してみればその よ うな ことは何 の救 い にもな らない。洪水 の後 も

あまね

生き残ることになるノアたちの方が更に不幸である。水に没 した者たちの遍 く広が る墓標

の上に空 しくその死を悼 まねばな らない し,し か も自分たちが迎 える死 と苦 しみは更にご
　く

れか らの ことで あるのだか ら。 故 に詩 人が 〈ノアの方舟〉 に見 たものとは:た だ生 き残 っ

て も何 に もな らない,か え って死を乗 り越 え られ ない限 り苦 しみ続 けるばか りだ とい うこ

とにな る。

ここに至 って詩人 と詩人 を不 敬であ ると非難す る同時代 人 との間 に,神 の受 け とあ方 の

違 いがは っきりと出て くるのであ る。 それ は創造神 ヤハ ウェの 〈破壊 性〉 に対す る目の向

け方の違いで ある。破壊性 は人間の運 命 と して表 われ る,運 命 とは現 実の死 と苦 しみであ

る。 この死 と苦 しみの受 け とめ方 が違 うわけで ある。 しか しその受 けとめ方 の違 い もよ く

考 えてみれば,何 も詩人 と詩人 を非 難す る同時代入 との問 だけに限 った ことで はない。 そ

れ はいつの世 にも普遍的 にみ られ る生 き方の違いで ある。極端 な言 い方をす ると詩入 もそ

の同時代 人 も共 にたまたまキ リス ト教徒 であ った ためにヤハ ウェとい う神 に固執 しなけれ

ばな らなか った とい うだ けの ことで,根 本的な違い は人間 の運命 を疑 うか疑わ ないか のみ

で あ る。

詩人 を非難 す る同時代人 は生 の破壊性 を疑 わない普遍的 な人 々の代表 であ る。彼 らは人

間 よ りも神 を大事 とす る。 それ故神 の計画 を絶対 と し,い か な る運命 も一 切が神の御 旨で
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あるか ら,神 のなさることには微塵の誤 りもない,そ れはそれな りの意味があるのだとし

て死 も苦 も甘受できるのであろう。 というのはむしろ逆で,現 実 には,死 と苦 しみを少 し

で も甘受できるがために創造 と破壊即ち誕生と死滅を神の業 と見たて しかもそこに人間的

な配慮を求めるのである。 これは死と苦 という非常な運命にもてあそばれ る悲 しさか らく

る一つの知恵であろう。 しかしそうしたからとい って現実は依然 として何 も変わりはしな

い。認め難き苛酷な運命に神の意志 と計画を付与すれば,神 によって見守 られているとい
むご

う安心が生ずるだけである。相変わらず破壊 というこの地上の惨さをそっくりそのまま受

けないとおれないか ら,苦 しいのは苦 しい し,死 ぬのはやはり嫌だというのが現実であろ

う。故 に詩人には何の解決 にもならないのである。

だか ら詩人にとってはそのような知恵 も神 とは頼あない。死と苦 という現実を目の前 に

す る時,そ のような運命を克服するにはむ しろかような知恵は間違いのもとだとさえ直感

する。なぜならあるがままをよ しとして疑わず生きている人々が地上の破壊性を受け入れ

易 くす るたあに信奉する 「神の御 旨」 も窮極のところ,他 はどうあれ自分一人救われれば

いい とす るところか ら出て くるか らである。又 「神の御 旨」を信 じる時,人 は同時に意識

するしないにかかわらず後生を も信 じているのである。そうでなければ 「神の御 旨」 など

意味がない。来世でなくともずっと後 にはいつか必ず自分は救われ るという固い信念がな

くては 「神の御 旨」は成 り立たない。彼 らにとって自分は永遠 に自分であり,他(人)は

永遠に他(入)な のである。

一体,〈 他〉 とは何であろうか。そんな ものが この世にあるだろうか。他は 〈自分の意

識〉にのぼって初めて実在するのであるか ら,現 実に他は実在すると幾 ら主張 しようとも,
α9

自分 の意 識が な くては存在 し得な いはずであ る。仮 りに自分 の意識が な くな ったと してみ

る。 その時で も他 は実 在す る と主 張す る人 は,自 分 の意識 が な くな ったと して も地上 には

他 が幾 らもい るのだか ら他 はやは り実在す るでは ないか と思 うか も しれ ない。 しか し,そ

のよ うに言 い張 る とす ると,そ れは まだ 自分 の意識が な くなって しま って いないので あ る。

も し完全 にな くな って しまった ところか ら言 うとすれ ば,地 上 にあ るもの は全 て 〈自分 の

意識 〉 ばか りで ある。 それを 尚やは り他 だ と言 い張 る とす ると,言 い張 る人 の自分の意識

が まだ少 しも消え去 って しまって いない ので あ る。 ほ とん ど の人 は この道理 が なかなか

〈自分〉 の もの とな らない。 飽 くまで も自分 は自分,他 人 は他人だ と しか思 えない。

それは しか し無理 もない。 自分 の意識 だ けは決 して な くな ることはない と固 く信 じてい

るか らで ある。 いやそん な ことは ない,死 ぬ とい うことが現 にあ るのだか ら,そ ん なふ う

に信 じる訳 が ない,と 言い つつ,自 分 の意識 は死 と共 に消失す るのだ と思 ってい る人で さ

え,無 意識 の うちに 自分 の意識 はな くな りは しない と思 い込んで い るので あ る。 その証拠

にそのよ うな入 は自分 の意識が な くなる と してい なが ら,そ の時 に至 って も地上 にい る人

々は あれは他人 だ,決 して 自分 な どで はない と必ず主張 す る。 自分 の意識が な くなって し

まった ところで,地 上 に生 きて い るそれ ぞれの 自分が 自分 の こ とであ るとは思 えない とい

一3a‐



バイロンの 『天と地』

うことで あ る ら しい。 しか し地上 にい る人 々はそれ ぞれ に自分 を意識 し自分 を感 じなが ら

全 て 自分 の ことと して生 きて い るので あ る。決 して他 人 と して存在 してい るので はない。

だか ら元 来 この宇 宙 には他人 な ど一人 もい ないので あ る。

こ う言 って も,い や他 人 は他 人だ,自 分 などで はない,な ぜ な ら自分 とい うものは永遠

に 自分 だか らだ と主張 す る人 もい る。 この人 は死 んだ後 も何 らか の形 で 自分 の意識 が永遠

に続 くもの と信 じて い るので あ る。 あ るい は意識が 絶 えず 続 か な くとも いつか ど こかで
よみがえ

蘇 り,必 ず再 び元 の自分 を意識 す るよ うにな ると信 じてい るか のどち らか であ る。 いずれ

に して も永遠 に 自分 は 自分,他 人 は他 入で あ ると考 え る人で あ る。 しか しこの場合 も考 え

違 い を してい る。 もし意識 とい う ものが仮 りに死 の時か ど こかで一 度失 われていて 再び蘇

った と した ら,そ の意識 は元 の 自分 を自覚 してい る訳 で あるか ら一旦途 絶 えてい たにす ぎ

ない。 とい う ことは死 を経 よ うが,又 その後何 度死 を経 よ うが元 の自分 を自覚す る限 り同

じ自分 の延長 であ るか ら,意 識 と しては確 かに同 じ自分で あ る。 ところが それ は一 代限 り

の ことで しか ない。 もち ろん この一代 とい うの も この地 上 の一 回 き りの生 だ けの ことに限

らず,元 の 自分 を 自覚 す るので あれ ば,ど の世で あろ うと も何度生 死を繰 り返 そ うと も意

識 の上で は一生 と同 じことだ とい う意 味で あ る。 つま りい くら自分 の意識 が永遠 に続 くと

主 張 しよ う とも,ど こか の時 点で一代 が終 り一・度 で も過去 のな い全 く新 しい 自分 を あ らた

に意識 しな ければ な らな くな ると した ら,そ れ は永遠 に自分 を意識 して い ることには な ら

ないで は ないか とい うこ とで あ る。 しか も過 去 のない全 く新 しい自分を意識 しな けれ ばな

らな くな る とい う ことは この地上 において既 に誰 もが 自身 で経験済 み の ことなので ある。

これ をそれ はただ生 まれ る時 の シ ョックで前 生 の ことを忘 れて しま うだ けの こ とだな ど と

言 った と して も,思 い 出さない限 りは全 く別の 自分 と して生 きる ことにな る事実 を反論 す

る ことはで きない。 も しこの地上 において 前生 の記 憶 のあ る入が いて も,そ の入 とて いつ

まで も自分 の意識 を永遠 に保持 して おれ る と言 う自信 はないで あ ろ う(も しい れば その人

は入 間を超 えてい るので あ る)。 そ して そ う言 う 自信 がな い とす ると,自 分 の意 識を 自分

で意識 的 に点 け た り消 した りで き るわ けで はな いか ら,い つ なん どき少 な くともこの地 上

に全 く新 しい自分 と して意識 しなけれ ばな らな くな るか分 らないはずで あ る。所 詮 自分 の

意識 が 自分 の もので は ないか ら,二 度 と この地上 に過去 のない新 しい 自分 と して生 き るよ

うにな どな らない,と は断言 で きない立場 であ る ことが分 る。又全 く新 しい 自分 と してあ

らたに この地 上 に意識 す る ことにな る可能性 を少 しで も持 ち,そ の可能性 を打 ち消す術 を

持 たないので あれ ば,ど こに しろ全 く新 しい 自分 と して意識 す るよ うな ことにはな らない

か も しれ ないでは ないか,と も言 え る立場 にな い ことは歴然 で あ ろ う。故 に再 び少 な くと

も この地 上 に過 去 のない全 く新 しい自分 と して生 き るよ うにな る可能 性 を打 ち消 せな い存

在 で あ るとい うことにな る と,こ れ まで関係 の ない他 人だ とばか り思 って いた 〈他〉 とい

う存在 が もはや他 と して は見 えな くな って くるので あ る。少 な くともこの地 上 には も とも

と他 な どな い,あ るのは 〈自分 の意識〉 ばか りで あ る。 そ こか ら全 て の意識 は く自分 の意
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識 の変遷〉 で あ るとい うことがのみ こめ る。 だか ら他 人だ とばか り思 って いた ものが全 て

自分 であ り,自 分 だ と思 ってい た ものが一 個 の自分 のみで はな く過 去 ・現在 ・未来 の他 人

全 て を包含 す る意識 で ある ことが分 った。 この ことわ りを公式 的 に書 くと,〈 他=自;自

=他 〉 とい うことにな る。

さて,こ の ことわ りを踏 まえ ると,他 は どうあろ うと自分一 人救わ れればいい とす る心
〔2ω

を詩人が嫌悪 し憤 る気持ちがよく分 るのである。ありとある他者 のあらゆる運命がもはや

他人事ではなく,自 分自身のことであった。それをどうしても他人は他人,自 分は自分 と

見て しまうか ら,他 はどうあろうと自分だけはというように他を切 り捨てて しまう。 この

心が他人の運命を顧みさせない。他人の運命を顧みない ということは,自 分の運命だけは

顧みているようであるが,先 程のことわ りにあるように関係のない他人のことだと思って

いたようなあ らゆる運命が,一 度意識の死を迎えた後 もいつ自分の運命としてふりかかっ

て くるか分 らない ということになり,結 局は本来の 〈自分〉を真に救 うことにな らないど

ころか,も し自分は自分;他 人は他人 という認識のままでい くと,他 の自分が元より自分

自身であることを忘れて他の中の自分を汲み上げないか ら,い つ も自分で 〈自分〉を見誤

り且つ損ねて しまうことになる。それ故破壊的な自然の猛 威に輪をかけるように,絶 えず

殺 りくや衝突や傷害か ら公害や病気や事故 に至るまで人間によるさまざまな災厄がついて

回るのである。そして今日現代においてその傾向は今やその殺伐 とした方向に向って爆発

寸前のところまで きている感がある。 ここに 〈愛〉は見 られない。詩人はそこを突いてい

るのである。 もし真に 〈自分〉を救お うとするならば,少 なくとも地球 と地上の全ての運

命を思わなければならない。
⑳

ノアたちだけが乗 った方舟は詩人にしてみれば尚一層の悲哀 と責め苦の舟で しかなかっ

た。 〈ノアの方舟〉があるべき姿 として詩人が望んだのは,地 球の全てを乗せその舟 ごと
嬢2}

あらゆる悲 しみか ら解放 し,死 と苦 しみを離れた世界を約束する舟であった。 これは正に

現代においては人類が 〈宇宙船地球号〉 に託す夢である。 このような舟を願 う心は自分一

人救われればいいとす る心とは明 らかに異なる。 自分一人の救済を願 う者が神 と頼んだの

は 「神の御 旨」であった。では詩人が頼む神 とは何か。詩人の描 く<サ タンの愛〉 こそそ

れである:掟 と服従一辺倒の強圧的神(運 命)に 反抗するプ ロメテウスの愛であり,入 類

のみならず万物全てを愛する心根であ り,キ リス トの 「汝の隣人を愛せよ」 というところ

か ら出て くるものと同質の ものである。 この愛は自分は自分;他 入は他人 としなが ら愛す

る愛ではない。全て自分であると捉えるところか らくる愛である。

結

e

詩人が 〈ノアの方舟〉 に求めたのは自我の解放と救済であった。自我とは 〈自分の意識〉

のことであるが,詩 人が自我の解放と救済を希求するのは,自 分の意識に抑圧や限界を感
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じ苦 しみや悲 しみ を覚 え るか らで,そ の よ うな束縛 こそ く死〉 に集約 された破壊的現実が

もた らす ものだか らで ある。 自分 の意識 の解放 と救済 とい うと,ち ょっと聞 けば他 はど う

あろ うと自分一 人救 われれ ばい い とす る心 と同 じよ うに思 われるがそ うではない。詩人が

作 中で示 した態度か らす る と,詩 入 の場 合の 自分 とは宇宙 に意識 あ るもの全 ての 〈自分〉

で あ り,解 放 と救済 とはあ りとあ らゆ る普遍的な死 と苦か らの解放 と救済 で あることは 当

然で あ る。 なぜな ら詩人 の目に浮 かぶ悲 しみは人類のみ にとどま らず,地 の全 ての悲 しみ

を映 して いるか らであ る。

i23)

Spirit,whyweep'stthou?

Japh,Forearthandallherchildren.

霊:何 故泣 くのか?

ジャフェッ ト:地 とそのすべての子 の故 に泣 くのです。

これをただのセ ンチ メン トとして片 付 けるわけにはい かない。

詩 人がサ タンと化 し冒漬 の罪 を犯 して まで も強圧的 な創造神 とその破 壊性 を御 旨(運 命)

として従順 に従 う者 たちに反抗 したのは,地 球 とそ して人類 を含 む地上 の全てが救 われな

ければ真 に 〈自分〉 も救 われない と直 感 したか らで あった。故 に破壊 的な運命を しかたが

ない としてその ままに耐 え忍 び続 け る姿勢 に欺lliを 感 じ,そ の運命 を何 とか しよ うとあが

くので あ る。 この態度は,時 に悪魔的 であ るとの非難を浴 びる こともあ る現 代の科学 に共

通す る もので あ るが,そ こには悪魔的 と言 われよ うが本来 〈愛〉 の心 があ る。 そ して この

愛 の心 をかき起 こすべ く詩人 は叫 び訴 え るのであ る。 神 の御 旨を唱 えていつか自分 のみが

救われ ることを信 じるの と,人 間が 自 ら何 とか道 を切 り開いてい って救 われ るもの な ら地

球 ごと全てが救 われ るよ うにと願 いを込 めてあが くの といずれが真 に神 の御 旨に近 いか。

ただ悲 しい ことに この愛の心 も現 実 において は頑迷 な迷 妄 と隣 り合 わせ にな ってい る。

ほ とん ど人は,〈 他=自;自e他 〉 で はな く,自 一自;他=・ 他の認識 の方を押 しすす めて

しまう。 自e自;他 一他 も し罪 とい うものがあ るとす れば この認識 の仕方 こそ く罪〉

その ものではなか ろ うか,こ の認識 の まま過 ごそ うとす る故 に,そ の報い と して破滅的 な

罰 を自業 自得 と して被 らなければな らない。 とはい え,そ のよ うな認識が誤 りだ と気づ い

た と して も,〈 他=自;自=他 〉 の ことわ りを窮極 におい て成就 し得 る者 は ほとん どいな

い。真 に他を実感で きないのみか,他 の代 わ りに死ぬ ことな ど到底 叶わないか らで ある。

無意識 の うちに,傷 つ き死 ぬ ことを恐 れて しま うか らで あるが,そ れは人間が一 個 の肉体

を とって いる ところか らくるので あろ う。 しか し考えてみれ ば,こ の肉体 も灰 と化 して し

まうよ うな ものだか ら確 固 と した実在で はないはずであ るの に,そ れが実感 を伴 うために

真 に実在す る もの と見え且 つ感 じて しま う。 そ こに何 か錯 誤が あるとは うす うす気 がつ く
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に もかかわ らず,そ の実体 感を否定 しきれないでいる。 だか ら,〈 他=自;自=他 〉 の こ

とわ りも理念 と しては認識 で きて もそのまま実践 できない とい う悲 しさが ある。 この実践

を自 ら無意識 の うちに阻 み,〈 他e自;自 一他〉を真 に意識化 させない もの と して人 間の

無明の部分に肉体 とい うものが位 置 し,そ の部位 に自=自;他=・ 他の習性 が頑 と して とり

ついてい ると考 え られる。 あるいは とい うよ りむ しろ,自=自;他=他 の偏執 が源 にあ っ

てそ こか らその具体化 として個 の肉体を とって現われて くるのではないか とさえ思 え る。

肉体 の方が先 かあるいは偏執 の方が先か,い ずれ に して も肉体 に象徴 され る偏執 が頑迷 な

無 意識 として,人 類 の道が 開かれ る ことを阻んでい る。 これ こそ罪 といえぼ罪であ ろう。

同 じ無 明の中を悪循環す るか らであ る。

科学 に して もそれが悪魔 と言われ ると した ら,科 学す る人 々の愛 の心 の この罪 の部分即

ち肉体 とい う無意識 の部位 の 〈偏執〉を言 うのであ ろう。 〈他e自;自=・ 他〉 の愛が あ り

なが ら,ど うして も自=自;他=他 とい う偏執 を押 し進 め るところか ら,〈 死〉 に集約 さ

れ て くる ところの運命が破壊的 と見 られ,延 いては苦 しみ悲 しみ とな って しま うのか もし

れ ない。 このため科学 もまか り間違 えば,凄 ま じい凶器 とな りかねない。詩人 の 〈叫 び〉

は ここに生 きて くるのであ る。 人々がその心 を コン トロール して宇宙船地球号 とい う現代

の 〈ノアの方舟 〉を人類 救済 とい う悲願達成 の方 向へ 向かわせ る ことがで きるか否か は こ

の頑迷 な偏執か らいか に 〈自分の意識〉 を解 放す るかにかか ってい る。
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